
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】円筒型単電池（セル）からなる組電池を形成す

る際に、セル間に一定の間隔を維持するために付加的な

位置決め用部材を使用せず、セル間の隙間を簡単に確保

できる蓄電池を提供するものである。

【解決手段】円筒型蓄電池において電槽３外径より大き

い外径を有する蓋部４ｂを備えたことを特徴とするもの

であり、組電池１を形成する場合には蓋部を密接して並

べれば自動的に電槽間に放熱のための隙間ができるので

、組電池１の形成工数が大幅に削減できる。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 筒 型 蓄 電 池 に お い て 、 電 槽 外 径 よ り 大 き い 外 径 を 有 す る 蓋 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
円 筒 型 蓄 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
円 筒 型 蓄 電 池 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
正 ・ 負 極 板 間 に セ パ レ ー タ を 介 し て 巻 回 し た 極 板 群 （ エ レ メ ン ト ） を 備 え た 円 筒 型 蓄 電 池
は 、 角 型 蓄 電 池 の よ う に 複 数 の 単 電 池 （ 以 降 、 セ ル と い う ） を 一 体 化 し た 、 い わ ゆ る 、 モ
ノ ブ ロ ッ ク タ イ プ の 蓄 電 池 は そ の 構 造 上 、 製 造 し 難 く 、 通 常 、 セ ル の 状 態 で 製 造 さ れ 、 使
用 時 に 必 要 な 電 圧 に な る よ う 複 数 個 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 蓄 電 池 群 を 組 電 池 と 称 し て い
る 。 組 電 池 に お い て 、 各 セ ル を 密 接 し て 設 置 し た 場 合 、 内 部 の セ ル 程 放 熱 が 悪 く な り 、 セ
ル 間 で の 温 度 差 が 発 生 す る 。 温 度 差 が 発 生 す る と 、 特 に 、 充 電 時 の 充 電 受 入 特 性 に 差 が 生
じ 、 充 電 状 態 の ア ン バ ラ ン ス が 発 生 し 、 温 度 の 高 い セ ル は 過 充 電 を 受 け 、 寿 命 劣 化 が 促 進
し 、 特 定 の セ ル に よ り 寿 命 が 制 限 さ れ る 問 題 が 生 じ る 。 し た が っ て 、 組 電 池 を 形 成 す る 場
合 に は 、 各 セ ル 間 の 温 度 ば ら つ き を 抑 制 す る た め セ ル 間 に 隙 間 を 設 け 、 蓄 電 池 側 面 か ら の
放 熱 を し 易 く す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ は 、 セ ル 間 に 隙 間 を 設 け る 方 法 の 一 例 を 示 す 要 部 正 面 図 で 、 １ は 円 筒 型 蓄 電 池 か ら な
る 組 電 池 、 ２ は 、 円 筒 型 単 電 池 （ セ ル ） 、 ３ は 電 槽 、 ４ ａ は 蓋 部 、 ５ は 正 極 端 子 、 ６ は 負
極 端 子 、 ７ は 位 置 決 め 用 部 材 、 ８ は 嵌 合 凹 部 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 示 す る よ う に 、 セ ル ２ を 位 置 決 め 用 部 材 ７ に 設 け た 固 定 用 嵌 合 凹 部 ８ に 嵌 め 込 む こ と に
よ っ て セ ル が 固 定 さ れ 、 ま た 、 セ ル 間 に 一 定 の 隙 間 を 確 保 で き る 。 し か し 、 こ の よ う な 方
法 で あ れ ば 、 位 置 決 め の た め の 付 加 部 材 が 必 要 で あ り 、 さ ら に 一 定 間 隔 を 確 保 す る た め に
設 け た 嵌 合 凹 部 ８ に 各 セ ル を 設 置 す る 手 間 が か か り 組 電 池 形 成 の 工 数 が か か る 問 題 を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 円 筒 型 セ ル か ら な る 組 電 池 を 形 成 す る 際 に 、 セ ル 間 に 一
定 の 間 隔 を 維 持 す る た め に 上 述 し た よ う な 位 置 決 め 用 部 材 を 使 用 せ ず 、 し た が っ て 嵌 合 凹
部 に セ ル を 設 置 す る 手 間 も 不 要 で 、 セ ル 間 の 隙 間 を 簡 単 に 確 保 で き 、 組 電 池 形 成 工 数 を 削
減 で き る 蓄 電 池 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 請 求 項 １ に よ れ ば 、 円 筒 型 蓄 電 池 に お い て 、 電 槽 外 径 よ
り 大 き い 外 径 を 有 す る 蓋 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
円 筒 型 セ ル の 蓋 部 の 外 径 を 電 槽 外 径 よ り 大 き く す る こ と に よ っ て 、 組 電 池 を 形 成 す る た め
に セ ル を 並 べ る 際 に 蓋 同 士 を 密 接 し て も 、 自 動 的 に 電 槽 間 に 隙 間 が 生 じ 、 従 来 の よ う に 位
置 決 め 用 部 材 は 不 要 で 、 し た が っ て 嵌 合 凹 部 に セ ル を 設 置 す る 手 間 も な く な り 、 非 常 に 簡
単 に 隙 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。 蓋 部 の 外 径 は 、 放 熱 に 適 し た 電 槽 間 隔 が 得 ら れ る よ う
に 決 め れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 実 施 例 】
本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 要 部 正 面 図 で 、 ４ ｂ は 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 電 槽 外 径 よ り
大 き な 蓋 部 を 示 す 。 他 の 構 成 部 材 は 図 １ と 同 じ 番 号 付 記 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 示 す る よ う に 、 円 筒 型 蓄 電 池 の 蓋 部 の 外 径 が 大 き け れ ば 、 組 電 池 を 形 成 す る 際 に 該 蓄 電
池 の 蓋 同 士 を 密 接 し て 並 べ て い け ば 自 ず と 電 槽 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 位 置
決 め 用 の 付 加 的 な 部 材 も 必 要 な く 、 ま た 、 嵌 合 凹 部 に 各 蓄 電 池 を 設 置 す る 手 間 も 不 必 要 で
組 電 池 の 形 成 工 数 が 大 幅 に 削 減 で き る こ と が 理 解 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 円 筒 型 蓄 電 池 の セ ル を 接 続 し て 組 電 池 を 形 成 す る 際 に セ ル 間 に 放 熱
用 の 隙 間 を 設 け る 必 要 が あ る 場 合 に 、 電 槽 外 径 よ り 大 き な 蓋 を 用 い る こ と に よ っ て 、 蓋 部
を 密 接 し て 並 べ れ ば 自 動 的 に 電 槽 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ 、 組 電 池 の 形 成 工 数 が 大 幅 に 削 減 で
き そ の 工 業 的 効 果 が 大 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 円 筒 型 蓄 電 池 か ら な る 組 電 池 を 示 す 要 部 正 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 円 筒 型 蓄 電 池 か ら な る 組 電 池 の 一 実 施 例 を 示 す 要 部 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 円 筒 型 蓄 電 池 か ら な る 組 電 池
２ 　 円 筒 型 単 電 池 （ セ ル ）
３ 　 電 槽
４ ａ 　 従 来 の 蓋 部
４ ｂ 　 本 発 明 の 蓋 部
５ 　 正 極 端 子
６ 　 負 極 端 子
７ 　 位 置 決 め 用 部 材
８ 　 嵌 合 凹 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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